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長期目標 短期目標

川崎区 つながり上手になる
事例を通じてつながり
方を共有する

幸区

・地域の相談支援の在
り方を検討して、相談
支援のネットワークを
作る

・幸区内や近隣区域の
相談支援事業の実情を
知る

中原区
中原区内の相談支援体
制の標準化をめざす

事例を通して相談支援
従事者の関わり方（姿
勢）を検証する。

高津区
地域移行・地域定着の
促進をはかる

高津区の地域移行・地
域定着の実情を知る

宮前区
協議会で取り組む相談
支援の課題について整
理する。

相談支援に関する課題
を整理する。

多摩区
多摩区、川崎市の相談
支援を知り、連携する
方法を考えていく

麻生区
相談支援事業所の存在
や取り組みを周知する
こと。

相談支援に関する説明
会の実施、及び課題の
抽出を行い検証を行
う。

・各分野からの事例紹介の実施
　　～具体例を通してつながりを考えていく～
　　８月：関係機関の多いケース
　１０月：専門機関、行政、児童、相談支援センター

・事例紹介の実施
　１２月：就労系、相談支援
　　　　　センター

平成28年度　川崎市地域自立支援協議会　各区協議会　共通専門委員会（相談支援委員会）進捗状況一覧 平成28年10月現在
目標内容

活動進捗状況 今後の活動予定

まずは先のとおりの目標を設定したが、検討していく中でまずは麻生区内
の相談支援に関する課題を確認し、その後改めて課題設定を行う必要性が
ある、と認識するに至った。そのために、相談支援利用者向けにアンケー
トを実施していくこととなる。

アンケート作成後対象者に配
布し、集計しさらに深めてい
く。

① 障害福祉サービスを申請・利用しているが、計画相談支援を受けられないケースが
多い。② 計画相談支援を推し進める為に必要な課題の洗い出しが出来ていない。③児
童の相談支援の方法（相談の受け方や計画の立て方）を知りたい。以上の点から課題提
出票を提出。
・今年度新規の指定特定事業所３ヶ所を訪問し、これらの事業所で課題と感じているこ
とを確認（９月）

・委託相談支援センター意見交換会
（10月）
・指定特定相談支援事業所との意見
交換会（1～2月）
・障害児相談支援勉強会（2月）
を実施予定。

委員会内にて、行政、相談支援センターより多摩区の相談支援の現状の話
を聞く機会を設けた。相談支援の現状や問題点などを共有し連携していく
ため、１０月１８日に「多摩区相談支援事業所のつどい」を実施。今後に
つなげるためのアンケートを配布し、回答回収中。

アンケートをまとめ、第２回
の内容を詰めていく。

事例検討を実施する中で出てきた問題のうち、①児童相談所について知
る、②児童期から成人期への移行時に支援が途切れる。繋がらない、③支
援機関が情報共有するためのツールがないの以上3点に課題を集約した。

課題提出票へ落とし込んでい
く

昨年度から、地域移行・地域定着をテーマに活動を実施。昨年は、ハートフル川崎病院
の見学を協議会で開催し、病院側に協議会を知ってもらうことができた。今年度は、入
院患者と顔の見える関係を作る為、ピアたちばなとハートフル川崎病院の主催の懇親会
に参加を予定している。また、東京都三鷹市で、地域移行・地域定着を実践している巣
立ちの会に、地域移行・地域定着の実際の取り組みを話してもらうための企画を立案
中。

ハートフル川崎病院の入院患者との
懇親会(H28.11月実施予定）
講演会「地域移行の実際の取り組
み」（巣立ちの会より話してもらう
予定。H28.１月実施予定）

平成27年度に行った課題整理表を元に、相談支援の課題を出し、その中
からテーマを絞り、グループワークを実施。それぞれの問題のテーマごと
に課題を深める作業をしている。

引き続き、テーマごとにグ
ループワークを行う予定。
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長期目標 短期目標

川崎区
教育機関等との情報
共有

支援者への情報発信

幸区

・幸区内特別支援教育
コーディネーターとの連
携
・父親同士が語り合える
場を設定し、つながりを
作る

・幸区内教育関係者への
発信
・父親が子どもと気軽に
参加できる場を設定し、
父子の触れ合う機会を作
る

中原区
つながる、広がる、支
え合う

中原区内の配慮の必要
な子どもたちの放課後
を知る

高津区
より良い療育の為の
ネットワークづくりを
目指す

高津区内にある児童発達
支援事業所や放課後等デ
イサービスなど定期的な
交流の機会をめざし、
ネットワークを構築する

宮前区
今まで情報が届いてい
ない人たちに情報を届
ける。

今困っていることを吸
い上げていく。

多摩区
きずなへの一歩、子ど
も達を支える地域の仲
間を増やそう！

麻生区
児童及び児童にかかわ
る方々のニーズに応じ
た情報発信をする

・出張相談「地域の障害があるお子さん
をお持ちの家庭に対し、情報源の確保、
発信を行う」・リーフレット「地域資源
の利用時において、情報獲得の手がかり
になるものとして大成させる」・ピアサ
ポーター「重要な社会資源としての存
続、活用」・共生活動「ともに活動する
ことで、地域の子ども、または地域住民
の障害理解、受容につなげる」

昨年度に引き続いて、第２回子ども達を支援している事業所の集いへの準
備、企画、振り返りをおこなう。麻生養護学校を会場とし、北部、西部地
域療育センター、放課後等デイサービス事業所などが参加。参加事業所か
らのアンケートをまとめ、第３回の開催に向けて準備している。

放課後等デイと学校教育の支
援者間で顔の見える関係を構
築したいことから、第３回を
１月３０日に開催予定

・出張相談…小中学校長会で案内後、区内各校に回って宣伝を行った。年間２校での実
施が目標。・リーフレット…文章訂正実施中。・ピアサポーター…活動場所を北部療育
センターに移しいつでも相談できる体制を取りながら、勉強会や情報交換を合わせて
行っている。・共生活動…委員所属事業所で行っている日中一時支援の場で交流会を企
画中。
※一部遅れがあるものの、テーマごとに目標に沿って順調な活動を展開することができ
ている。

目標達成に向けて現在行われ
ている活動を引き続き継続し
ていく。

・昨年度協議会で実施したイベントのアンケートより「自分の子供の、卒
業後の進路先イメージが付かない」「どの様な通所先があるのかわからな
い」「福祉施設の見学希望」の意見を頂いたことから、成人の福祉施設見
学会を実施（9月）

　・区内中学校の現状把握
・御幸中学校特別支援教育
コーディネーターとの意見交
換　　　　・「父子で楽しむ
ふれあいサッカー教室」開催
予定（11月）

　配慮の必要な子どもの保護者に対する適切な情報提供の一環として、配
慮の必要な子どもが利用可能な放課後の居場所や制度・サービスを調べ、
福祉まつりにて広報・周知を行う。関連して、放課後等デイサービス事業
所の新規開設が相次いでいることに伴って生じている利用の仕方や上限管
理等に関する問題を共有するため、中原区放課後等デイサービス連絡会を
2回開催した。

この間の取り組みをふまえ、
区内の配慮の必要な子どもの
放課後の課題を整理し、課題
提出票等に落とし込んでい
く。

他区や児童対象施設の状況確認を確認し、委員会で現状を踏まえて検討し
た結果、児童発達支援事業所や放課後等デイサービス事業所が急速に増え
たことで、課題や困り感の聞き取り、事業所同士のネットワークも必要と
いう話となり、交流会を企画し、第1回目の準備をしている。

児童発達支援事業所・放課後
等デイサービス事業所との交
流会
（11月8日と1月に実施予定）

地域の保護者・支援者を対象にした講座の企画。１０月に「学齢期のサ
ポート～子どもたちの育ちを一緒に考えましょう～」をテーマに地域支援
講座を開催していく。
情報紙「ふれあいジュニア」発行に向けて、掲載する内容を検討。

講座のグループワークおよび
アンケート結果から地域の保
護者の困っていることを吸い
上げていく。
平成29年1月に情報紙を発
行。

・「川崎区障害児支援機関一覧表」の発行準備（平成２７年度からの取組
　の継続）

・「川崎区障害児支援機関一
　覧表」の発行（１２月予定）
・教育機関等との情報共有に
　向けた平成２９年度の取組
　内容についての検討

平成28年度　川崎市地域自立支援協議会　各区協議会　共通専門委員会（児童委員会）進捗状況一覧 平成28年10月現在
目標内容

活動進捗状況 今後の活動予定


